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̶Focusing on the Collaboration with Local Industries

Akiyuki Matsumoto

Abstract: �e Inadani Basin in Nagano Prefecture, where the Matsukawa River �ows, is known as a stage for 
folk performing arts. In the southern part of Inadani, there is the Kanae district of Iida City, home to lion stalls 
that have continued since the Edo period.

Yatai lions are giant lions about the size of a large bus. In the canopy of the body, there are musicians and 
dancers, and the dancers hold a lion’s head（Shishigashira）and dance to the lion music played by the musicians. 
As a lion dance, it is actually the largest in Japan.

�e purpose of this study is to unravel the mystery of how the giant lion has continued to dance in Kanae, 
Iida City, to this day. Speci�cally, we will clarify the cultural background and social structure of Iida City, the 
home of lion stalls.

Since ancient times, there have been many folk performing arts that are in danger of disappearing due to natural 
disasters such as earthquakes and �oods, and in recent years due to the corona disaster. �is study incorporates 
historical considerations and employs sports anthropological research to reveal the success of Yatai-jishi.

Below are the three main �ndings in our study.
First of all, Kanae Iida is an ideal place to live in terms of geographical conditions such as location and nature. 

�e site area is 6.2 m2, and the land is suitable for living with 6.3％ steep slopes and 90％ �at land. As a result, the 
population is 13,104（as of October 2022）, making it the most populated area in Iida.

Second, in addition to the main agricultural activities such as rice cultivation and wheat cultivation, Kanae 
also has sericulture, silk threading, transportation, logging, waterwheels, and barrette. �ere are a huge number 
of local industries such as tying, knotting, fruit cultivation, silk threading, and dyeing and weaving. It is very 
important that all these industries cooperate systematically for their healthy development. So they all have a 
union. Communities can earn a living, so they have plenty of time to participate in cultural activities.

�irdly, I interviewed two of his companies, his 123-year-old ironworks company founded in 1889 and his 
172-year-old textile manufacturer founded in 1850. �e president of an ironworks company shi�ed from 
agricultural tools to the design of iron and various machines such as the boiler of the silk machine. Currently, 
they are making all the frames for the stall lions in this area. �e president of the dyeing and weaving company 
is the eighth generation. In the Edo period, the company started the stamp dyeing business as a cotton stamp 
dyeing for company �ags and traditional tsutsusode jackets for cra�smen and �re�ghters, and currently makes 
all the hoods for the lion stalls and Happi coats in this area. Both are still making the important things 
necessary for Yatai-jishi. Without the contributions of these experts, Yatai-jishi would not exist today.

�e local culture �ourished due to the geographical conditions such as the location of Kanae in Iida City, the 
natural environment, and the geographical conditions that contributed to the development of many local 
industries. �e Yatai Lion performing arts are unique to this region. �e Sonendan’s support activities and the 
contributions of local governments have also had a signi�cant impact on the intertwined relationship between 
the art of lion dance and local industry.

�is research concretely shows the structure of the close relationship between folk performing arts seen in the 
region and people’s lives in social organizations. �is research shows the future of folk performing arts: 
protecting and sustaining human life.
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抄録：民俗芸能の宝庫といわれる伊那谷の松川の周辺に位置する長野県飯田市鼎地区に，江戸期から伝えられた屋
台獅子がある．屋台獅子は，大型バスと同じほどの大きさの幌の中に囃子と舞手が入り，幌の前方に付いた獅子頭を操り
ながら舞う大型獅子である．これは全国にある大型獅子の中では最大規模のものである．
本研究では，この屋台獅子が，飯田市鼎地区において今日まで舞い続けられてきたのかの謎に迫り，屋台獅子を生み
育んできた飯田市の文化的背景及び社会構造を明らかにする．
古来より地震や水害などの自然災害，さらに近年ではコロナ禍等の疫病によって存続伝承の危機に陥ったおちいった多

くの民俗芸能があるなかで，この屋台獅子が今もなお活発に活動している理由を史的考察に加えスポーツ人類学的手法
を用いて解明する．
この研究で明らかになった主なことは，以下の 3点である．
第 1に，飯田市鼎地区の位置や自然等の地理的条件は，人々が居住するために最適なものであった．鼎地区の面積

は 6.2 ㎢であるが急斜地は 6.3％あり90％は平坦な適住地であるため，人口 13,104人（2022.10月現在）と市内で一
番の人口密集地帯である．
第 2に，鼎地区には米や麦などの農業が中心であったが，副業として養蚕や中馬稼ぎ，落し木伐り，水車業，元結・水

引業，果樹栽培業，蚕糸業，染織業等の豊富な地場産業が発達していた．これらの地場産業を効率的に行うためには，
各々が協力して組織的に行う必要があった．それぞれの業種ごとに組合で組織的に活動した．また，人々は地場産業に
よって，充分な生活資金を得ることができ，文化活動を楽しむ余裕があった．
第 3に，この地区で 1889（明治 22）年創業（123年）の鉄工業者及び創業 1850（嘉永 3）年創業（172年）の
染織業者にインタビューを実施した．ある鉄工業者は，創業時は農具を作り製糸業が発達した時期はボイラー等を作成し
て運搬し，現在は種々の機械に加え鉄鋼デザインも行っている．ある染織業者は，現在 8代目であるが，代々甚平が印物
染色業を江戸期から木綿の印染として起業し神社の旗や火消しや職人の法被等を染め，現在に至ると語った．両者とも
現在，鼎地区のすべての屋台獅子の半纏や幌や屋台の台車を作り続けている．これらの業者が在ったからこそ，現在の
屋台獅子は存在し得た．
屋台獅子は，飯田市鼎地区の位置や自然といった地理的条件に加え，その地理的条件を活用して生まれた地域の文
化，そしてそこから生まれたいくつもの地場産業が複合的に関連して産み出された地域独自の民俗芸能の一形態である．
さらに，地域独自の壮年団活動を中心とした自治区の人びとの組織力は，屋台獅子と地域独自の地場産業との複合的
な関連に大きく作用した．本研究は，独自の社会構造をもつ地域の活動システムの象徴として私たちを守り支えるという民
俗芸能の新しい機能と，未来の民俗芸能のあり方のロールモデルを具体的に明らかにすることができた． 

（Received: November 20, 2022 Accepted: February 7, 2023）
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は じ め に
獅子舞の起源は，古代のインドで起こり中国・朝鮮
で発達した伎楽注 1）にあり，我が国に伝わった際，獅
子神楽 1）として獅子頭による悪魔祓いの舞が行われ
た．室町期から江戸期の初期頃に伊勢大神楽師らが全
国を巡り以後の普及の基礎となった．
祭礼 2）で獅子舞を舞う地域が増え，地域相互の文化

伝播により各地域で熟成され伝承されて全国に分布す
る．獅子舞は，我が国は最も数の多い代表的な民俗芸
能といわれる．
獅子舞は，大別すると 1人で 1匹の獅子を演じる一
人立の獅子舞と 2人以上の演者で 1匹の獅子を演じる
二人立の獅子舞とに分類される．両者は単に形態だけ
でなく，一人立は中世末から近世初期にかけて成立し
た風流系統，二人立は古代より成立した外来の舞楽・
伎楽系統であり注 2）芸能史的に異なる．
長野県飯田市鼎地区の獅子舞については 3）, 名古熊

区において江戸期松尾城主小笠原侯が京都から名工を
招き獅子頭を作らせ松尾城内で「悪霊退散」を目的と
した獅子舞が行われたとの記録がある．この地域の
人々は祭礼毎に氏神に獅子舞を奉納し注 3）．「悪霊退
散」，「家内安泰」，「五穀豊穣」を願って幾多の困難を

乗り越えて続けてきた．
さて，この飯田市鼎地区の獅子舞は「屋台獅子」と
呼ばれる大型バスほどの胴体をもった独特のもので，
国内でも最大規模の大きさである注 4）．この「屋台獅
子」という独自の獅子舞がどのように今日まで続けて
きたのかについて，松本 4）は，獅子舞へ託す人々の願
いに着目してその変遷を繙き，史的考察を行った．神
事である獅子舞奉納は，大衆・娯楽化され娯楽性を帯
びたものとされる一方で，青壮年団を中心とした祭礼
での神事も大切に継続された．この娯楽性と神事性を
併せもつ芸能として確立されてきた獅子舞は，第二次
世界大戦の戦下戦局によって，「戦勝祈願」から「武運
長久」へ託す願いを変遷させつつも，その中に，本来
の娯楽性と神事性を隠し継続したことが明らかとなっ
たのである．
現在，地域の人々の生活の中で力強く生き続けてい
るこの「屋台獅子」が，民俗芸能の宝庫と言われるこ
の伊那谷の南端において生まれ，育てられてきたこと
は，単なる偶然ではなく必然であるに違いない．しか
し，なぜ「屋台獅子」が，この飯田市鼎地区において
が，行われることになったのか，そして，なぜ今日ま
で継続して活発に活動できたのかの具体的経緯につい
ては，未だ具体的には明らかにされていない．
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獅子舞は一つの民俗芸能でありながら，この鼎地区
の多くの人々の生活の中に根ざしている．年代を問わ
ず多くの人々の日常の生活の中に常にある．単なる民
俗芸能を超えて，この地域の人々のライフワークとし
て捉えられており，換言すれば独自の市民文化である
との印象さえある．我が国における一つの民俗芸能の
実態を解明するにあたっては，多くの史資料にあた
り，それぞれの時代を断続的に捉えるのではなく，そ
れぞれの時代の中に他の時代の萌芽や結果を見出し通
史的に概観することが必要である．しかし，それだけ
でなく，生きてきた人々の生活の中にあった活動の事
実を見逃さず集めた上で，スポーツ人類学的視点にお
いて，生きている人々の活動の事実をも集め，それら
と照合するという手続きが大いに必要性であるのでは
ないだろうか．
ここで，本研究に関連する先行論文を見てみると，
獅子舞に関する通史的研究に関しては，本田注 5），三
隅注6）らによって戦前及び戦後の民俗芸能を対象とした
研究がなされてきた．本田 5）は，民俗芸能を調査し作
製した民俗分類案を提示し，獅子舞を神楽の一形態と
して捉えて論じた．また，三隅 6）は，伊那において，全
国的にも珍しいほど多くの形態のものが存在し伝承継
続されことを明らかにしたとの大きな役割を果たした．
伊那民俗の研究者である櫻井注 7）は，飯田の人々の

気質の特色として「そこに，都市などで流行した新し
い芸能を敏感にとらえて我がものにしようとする『進
取性』，ただの物まででなく創意工夫を凝らして自分
たちのオリジナルな形を創り上げようとする『独創
性』，そして他の集落に負けまいとする『競争性』をみ
る」とし，「民俗芸能をみることで，それに関わった
人びとの気質や信仰，それを取り巻く社会の変化がわ
かる」と述べ，さらに，（その一方で）「それをつづけ
る『継続性』がみられる」としている．櫻井の主張には
大いに共感できる．民俗芸能とそれを取り巻く社会は
一体であり，その社会の構造を具体的に明らかにする
ことによって，さらに民俗芸能の実態に迫ることがで
きるに違いない．
川﨑注8）は，屋台獅子の囃子に着目し，そこから「屋

台獅子」を取り巻く社会やその背景に迫ろうと試み
た．屋台獅子の囃子の中に関東地方に伝わる「昇殿」
が含まれていることを手掛かりに，屋台獅子の音楽が
「昇殿」と何らかの関りをもつ可能性を示した．川﨑
の主張する通り，伊那谷の瑠璃寺の屋台獅子と木曽谷
の藪原神社の屋台は形状では類似点が多い．使用され
ている音楽において交流があった可能性は十分考えら
れる．しかし，屋台獅子の動きに着目すれば，両者は
似て非なる独自性をもつものというべきであろう．
さて，飯田市の地域社会の構造に関する先行研究と

して，同じ民俗芸能である人形劇との関連についての
先行研究は多く見受けられる．林は注 9），飯田の語源
が「結いの田」であり，共同労働の田の意味から生ま
れたとして，何かやるとき一緒になって取り組む
「結」の精神と，公民館活動に代表される「学びの土
壌」がこの地域には古くから根付いているとしてい
る．また，同じく地域社会に関する研究として松崎
は注10），市民活動となった「人形劇カーニバル飯田」そ
して「いいだ人形劇フェスタ」の 30年間を「揺藍期」
「発展期」「成熟期」「新生期」に分けて論じた．1979
（昭和 54）年に誕生した「人形劇カーニバル飯田」か
ら，1999（平成11）年からの「いいだ人形劇フェスタ」
への新たな「新生期」には，基本的な考え方が関係者
で確認された．新たな祭典は，「市民と人形劇人がと
もにつくる祭典」とし，これまでの市民・劇人・行政
の三位一体という結びつきでなく，市民・劇人誰もが
自分の思ったこと，やりたいことが提案でき，その提
案が皆の賛同を得られれば，皆でその提案が実行でき
るようにサポートをする．行政はあくまで裏方であ
り，情報の提供や金画運営を担うこととなった．飯田
における人形劇という文化活動が当初行政主体であっ
たことの振り返りも示された．演じる側と見る側がそ
れぞれ市民と人形劇人という立場である人形劇と，演
じる側と見る側がそれぞれ市民である屋台獅子との違
いが，それぞれの活動と行政の関りの違いとなったと
いえるが，また，人形劇カーニバルが，当初はあくま
でも飯田市と飯田市民によるものであったことも，こ
の活動が成熟するために時間を要した理由であると考
える．鼎地区の人びとがこの「いいだ人形劇フェス
タ」に刺激されて「南信州獅子舞フェスティバル」注 11）

を誕生させたのは，2008（平成 20）年であるが，第 1
回の時にすでに 7,000人を超える集客数で．スタート
ダッシュの勢いであった．
以上の先行論文を概観してみると，飯田の地域社会
には，民俗芸能が発達するために適した土壌が存在し
ていたことがうかがえる．しかし，具体的な組織構造
や関連についての実態が示されているものは見当たら
ない．「屋台獅子」が独自の民俗芸能であるとするな
らば，それを取り巻く地域社会の構造もまた独自なも
のであるに違いない．
そこで本研究では，「屋台獅子」を生んだ飯田の中
で特に活発な活動を行っている飯田市鼎地区に着目し
て，その活動が始まったとされる明治期以降のそれぞ
れの時代における同地区の「屋台獅子」の活動と地域
産業との関連を明らかにすることを目的とする．
なお，その実態に迫るにあたり，各時代のその地域
の大衆の考えや行動を分析の対象とするため，その様
子をうかがうことができる地方史誌，地域関係団体
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誌，獅子舞関連誌等の文献史資料の収集に加えて，
フィールドワークを実施し，関係者らにインタビュー
等を行って，それらのデータも中心資料として用いる
こととする．

I.　飯田市鼎地区の概要
位置・自然
飯田市は長野県の南部に位置し，南端は静岡県境に
接しており，天竜川流域の伊那盆地南部の中心地にあ
る．本州の中央部の南を木曾，赤石の山脈がほぼ南北
に走っている．鼎地区はその南部にあり，面積は
6.2 km2と最も小さい地区である．東西の長いところ
は5.3 km, 南北は2.9 km, 最も狭いところは300 mの幅
で，妙琴光園を頂点にした長三角形の形状である 7）．
急斜地の山林分布は，西端付近と東南部渓谷以外では
段丘崖の高さが大きく急勾配であり，わずか 39 haで
あり，鼎地区の全面積の 6.3％となっている．残りの
90％以上は，適住地である 8）．地区の大部分が平坦地
であり飯田市の中心地であるという極めて恵まれた条
件であるため，鼎地区の人口 13,104人，世帯数 5,484
世帯（2022年 10月末現在）であり 9）, 市内でも有数の
人口密集地帯である．
人口と住宅や工場の増加が顕著で，産業をはじめ文
化・政治などの諸活動が活発であり，この地区におい
て「進歩性と競争性が盛んであることも，町の面積が
狭少で，人の居住地域として有利な自然条件であるこ
とが，その一因をなしている」10）とされる．
南北に長く，南に傾いている伊那盆地の気候は，隔
海性の強い内陸性でしかも東海型の気候に近いとされ
る．伊那谷の盆地部の降水量は全国平均より多い．気
温は，日照率が高くて日中の日ざかりは高温になる
が，朝夕は低温になり，日較差年較差の多い内陸性で
ある．うるおいと変化のあるよい気候は，植生や産業
等の人間生活の全般にわたって影響し住みよい風土の
一因とされる 11）．

地場産業の歴史
この飯田市鼎地区の産業は，古くは農業が主体で
あった．松川による沖積土であり，当時は飯田という
消費地を控え，米作中心に蔬菜栽培も盛んであった．
肥料は青草や共有山の入山から闊葉樹等の小枝を持ち
込み踏み込んだが，米は神に供えるものとして，稲作
には下肥は使用しなかったとされる．収穫の半分は年
貢や小作料として納め，手持ちは半分程度になる 12）た
め冬仕事として種々の副業で，生活の糧を稼いだ注12）と
される．
このような事情で活発に副業がおこなわれたこの地
域では副業として，農閑期には中馬稼ぎを行った．信

州は山国であったため，馬による物の運搬が盛んで
あった．当時鼎の人びとは往復荷物を付けて運ぶ．仲
間で鑑札をもらい赤穂まで行き一泊して帰る 13）．
また，落し木伐りは江戸期脇坂侯からの鼎独特の副
業であった．馬のとおれない山奥に限定で，松川入り
六千町歩の共有山で栗，栂，樅，杉，檜の五木以外の
木材は落し木とし販売用薪材として伐採を許された．松
川の渓谷へ落として流し，鼎橋のたもとで集めて運ぶ．
この仕事は大仲間という組織で20名程度が代官から鑑
札をもらうとの制度が，明治には山林組合となった 14）．
また，鼎地区は落差を利用し水車を使った米搗きを
副業とした者が多く，電力利用の精米器が普及する大
正期初期まで行われていたとされる．当時は，伊賀良
や松尾では籾ずりで人力によって臼で挽かれることが
通常であったので，この水車業は副業として有利で
あったとされる．この水車業に関わった人々の中に
は，「山口製糸」と記され注 13）, この時期すでに製糸業
が産業として存在したことが示されている．「この水
車業は脇阪時代から始まった農家の副業であったが，
後には鼎町工業の原動力になった」とされ，鼎地区の
工業の発展にとって大きな影響を与えたといえる 15）．
また，水引は，文政年間名古熊の池田吉弥が創始者
で，江戸の水引を 4年間かけて習得し帰郷して開業し
たとされ，現在では，地域の代表産業であり国内の
シェア 70％以上を占める．また元結は，農閑期の副
業でその家でも母や祖母の夜なべ仕事として下山でも
中平でも行われていた 16）．
この他，代表的な地場産業としてこの地域には古く
からの養蚕がある．
伊那谷の養蚕の記録として，南北朝時代大鹿村大河
原に住んだ宗良親王の歌集「李歌集」に掲載の下記の
歌がある 17）．

住み侍りしあたりの山がつの住居も見ならはぬこ
とのみ
多く侍りし中にも，蠶

かいこ

飼ふわざなん，いとむづか
しく桑
扱
こ

きこきたるあたりも誠に所
ところ

狭
せ

げに見え侍りしか
ば，
厭はじな親のかふこのいぶせさも　かかる伏屋の
習ひと思へば

この歌は，伊那谷においてすでに南北朝時代に養蚕
が行われていた可能性を示唆する．
また熊谷 18）は，「江戸期では，慶長寅年の虎岩村（元
飯田市下久堅）の「算用長」に年貢米の代わりに「綿」で
納めているとの記録があるとされる．この「綿」は蚕の
繭を灰汁で煮た「真綿」（まわた）であったとされる．こ
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の養蚕は，農業や山仕事のあいまの女衆の仕事で，し
くた（くずまゆ）などは真綿にし，上綿は農閑期に織物
にし，ともに年貢の一部とした．」と記している．
農家の副業であった養蚕は，明治期になり外国貿易
が盛んになるにしたがって兼業対象となっていった．
養蚕によって農家の収入が安定し次第にこの地域の人
びとは経済的にもゆとりが生まれた．明治期末期に
は，養蚕業は全盛をむかえ，水田は桑薗へと変わり，
1907（明治 40）年頃から養蚕は水田よりも有利である
として経営の主体となっていった．下山や中平をはじ
め鼎地区では水田は皆無となり冬仕事も減少した．
1909（明治 42）年には，輸出及び生産において日本が
世界第 1位となり，またその中でも長野県は全国第 1
位，下伊那は全県下でも 1位であったとされる 19）．
米作より有利として養蚕を継続している農家がある
一方で，生糸の大暴落以降，当時鼎地区の農業技術員
であった清水重美氏（後の飯田市長 1968.10–1972.10）
の推奨による果樹栽培グループも設立され，養蚕から
次第に果樹栽培中心に移す農家も出てきた 20）．
養蚕が盛んとなるにともなって，製糸業も地場産業
として活発となり，一部は現在も継続している．遠藤
らは注 14）, 地場産業の一種である飯田・下伊那地域の
織物業がこの地域の養蚕業との関連で発生したとす
る．また，染色業は，織物業と不可分の関係で，同一
地域内で両者ともに代表的な地場産業として発展した
とする．
このようにこの地の地場産業は，地の利を活かし農
家の副業及び，兼業対象として多様な発達を遂げてい
く．①これらの多様な地場産業によって人々は安定し
た収入を得ることが可能となるとともに，②各々が協
力して組織を構成し活動することが日常的に行われる
ようになっていくのである．

II.　飯田市鼎地区の産業構造
養蚕業・蚕糸業
さて，この地域の養蚕について，田中は注 15）

（2020），1934（昭和 9）年にこの地域で組合製糸の再
編が生じたこととその意義について，「養蚕農民への
大恐慌の打撃を緩和する安全装置としての役割」を果
たし「1930年代後半における蚕糸業の景気回復期に
は，（中略）その中心産業として戦時経済下の農村経
済を支えた」21）とした．田中の指摘する，1934（昭和
9）年に再編が生じたとは，1914（大正 3）年の恐慌を
契機に作られた各村落を基本とした産業組合製糸が
1920（大正 9）年に連合組織の「伊那社」として設立さ
れ，それがその後 1929（昭和 4）年の大恐慌を契機に
1934（昭和 9）年に「天龍社」となったことを指す．こ
れは，その時代の組合製糸という組織内での役割とい

う点で確かに再編した 22）という見方も可能である．
ただし，「伊那社」と「天龍社」は双方とも組織の構造
は組合製糸ではあるが，当時各々の組合製糸に関わっ
た人々の立場によっての実感としては，両者は全く別
物であったという可能性もある．以下，当時蚕糸業に
関わった人々の視点を含め「伊那社」と「天龍社」，そ
れぞれの設立前後の経緯も含めて検討する．
まず，表1は，1870（明治3）年以降，「天龍社」が設
立される1934（昭和9）年1月までの蚕糸業に関する動
きをまとめた表である．（表 1参照）

1932（昭和 7）年蚕糸業界は不振の極に達して養蚕
農家の苦境は深刻となった．組合製糸の経営改善，原
料繭ならびに製品の統一，技術統制などの運営の合理
化の必要に迫られた．この状況の打開策として，産業
組合壮年団が誕生し推進力を発揮した．産業組合壮年
団は，伊那社の総会を1934（昭和9）年1月8日に開い
て新連合会に改組を実施し，保証責任下，定款の根本
的改革，出資の増額，役員改選の断行を行って下伊那
生糸販売購買利用組合連合会として面目を一新した．
実質的にもこれは組合製糸という同種の組織内の変更
ではなく全く性質の違う組織としての結成であったと
いうことができる．

1934（昭和 9）年 1月 10日に旧鼎村東鼎に「天龍社」
は創立注 16）され，同時に元伊那社の建物を移し，増改
築し，食堂，長糸倉庫，仕揚糸倉庫，荷受場，捻糸工
場などを作った．天竜社は養成試験工場をつくりま
た，蚕種部を設けて蚕種の統一に乗り出した．1941
（昭和 16）年以降組合の蚕種をすべて製造するように
なった．蚕種部は1937（昭和12）年2月10日に蚕種製
造業と統合し大竜社となった．大竜社との統合に伴っ
て，天龍社は資本金の 1/8を出資し，理事 2名，監事
1名を天龍社から出した 25）．天龍社の工場の増改築に
あたって，1889（明治 22）年鍛冶屋を生業としていた
戸崎鐵工所（戸崎鐵工所については後述）が巨大なボ
イラーの設計施工に関わった．現在も同社は飯田市鼎
中平にて鉄工業を営む（写真 1参照）．

1944（昭和 19）年一部工場は中島航空株式会社に売
却され，中央工場は戦時中単繊維工場として貸与され
た．1946（昭和 21）年 6月郷土産業の振興を図る目的
で，郡青（下伊那郡青年団）に産業部がつくられ郡青
は，蚕種改良，桑園苗作り，上簇改善，稚蚕協同飼育
の推進，きょう蛆駆除などを行った．その後，天竜社
から郡青の活動に全額供繭運動が加えられ，天竜社か
ら助成金も出た．しかし，天竜社幹部の側に有利に働
くことは，真に養蚕農家の側に立った活動ではなかっ
たとの反省から，この後天竜社労組と青年団が連携し
ての活動のきっかけとなったとされる 26）．
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表1　蚕糸業に関する動き（1870～1934年）
年月日 設立者 工場種別 内容

1870（明治 3）年 11月 小野善助 東京築地
器械製糸工場

イタリー式 60人繰の設備をし，信州，奥州の繭で製糸を始めた．

1871（明治 4）年 小野善助 器械製糸工場 増員した．
1870（明治 3）年 小野善助 器械製糸工場 原料繭運搬の便を考慮し，奥州二本松と信州諏訪（下桑原山田製糸場）

その他に機械製糸の機械をすえつけた．
1873（明治 6）年 長谷川範七 器械製糸工場 下伊那 20人取の工場ができた．
1875（明治 8）年 7月 五十君与三 器械製糸工場 鼎 36人繰．
1876（明治 9）年 6月 河原平六 器械製糸工場 喬木の 18人繰．
1876（明治 9）年 ヨーロッパ各地の春蚕が凶作で糸価が高騰し，日本生糸の売行が好調となった．※長谷川範七，各村に「養蚕組合」設

立「養蚕講話会」開催．
1880（明治 11）年 良い生糸の製造を目的として「友誼社」が設立された．
1879（明治 12）年 下伊那の器械製糸工場 23工場．

器械繰 564釜動力．（焚火 11蒸気 12水力 22足踏 1, 職工数 759）
1883（明治 16）年 下伊那の器械製糸工場 60工場となった．

器械繰釜動力．（焚火 29蒸気 21水力 59足踏 1, 職工数 1377）
諏訪を 100とすると上伊那 81.5東筑 80.6に続いて下伊那は 38.6だった．

1885（明治 18）年 器械繰釜動力．（焚火・炭火 27蒸気 29水力 47手 6）
鼎，松葉軒 120釜．
農商務省は，「蚕糸業組合準則」を発布しこれを承けて県は「蚕糸業組合規則を定めた．長谷川が県養蚕組合の頭取と
なり，全国の中央組織とつながった．

1890（明治 23）年 上層部の圧力に反発した下伊那の製糸家らが，「建議」を提出し，自由な資本主義的な商取引を目指すとの主張を行
なった．

1892（明治 25）年 「日本蚕糸会」が創立及び「蚕糸振興会」が設立され，製糸家らが主体的に養蚕，製糸の改良を推進した．
1893（明治 26）年 48工場が蒸気，火気工場は 1となった．

諏訪 100に対して下伊那 22.6, 下伊那の工場数は岡谷周辺の諏訪地方に比して減少，伊那谷が生糸産地から産繭地へと
なった．

1898（明治 31）年 上記の状況に対抗すべく，「合資金会社上伊那社」は伊那谷の製糸工場として養蚕家のみによる経営の製糸工場として
設立．30釜で組合員 43名の小さな組合であったが，西箕輪南信館，本郷，七久保，南向等下伊那では，下久堅，三
穂，上郷の小さな組合も合流する．

1905（明治 38）年 「上伊那社」全国で初めての組合製糸とされる．
下伊那の人々らのうち山吹村の人々は大正館を設立した．

1908（明治 41）年 上伊那 7.839人，東筑摩 4.462人，下伊那 3.832人．
（岡谷周辺の諏訪への労働力として移入した他郡の人々）

1914（大正 3）年 上伊那には，長野県最初の産業組合製糸連合会として「竜水社」が誕生した．
1916（大正 5）年 鼎において，三穂が誕生した．

下伊那では，上郷，三穂，下久堅，上久堅，平岡が「竜水社」に加入して生糸の販売を委託した．
1917（大正 6）年 上郷が1917（大正6）年「竜水社」を脱退，続いて三穂以外の組合も脱退して上郷とともに，「南竜社」を設立した．上伊

那の「南竜社」は，生糸の共同束装や共同販売，簡単な検査などのみで正規の連合会ではない．※なお鼎の三穂は，
「天竜社」設立まで「竜水社」により生糸販売．

1920（大正 9）年 1月
1920（大正 9）年 4月
1920（大正 9）年 5月

1920（大正 9）年 8月

生糸相場は，横浜生糸取引所で 100斤当たり 4,350円の開所以来の最高値をつけた．
第一次大戦後の商品恐慌で暴落．
産業組合郡部会を中心に全組合製糸が協議し，「南竜社」を解散し，有限責任下伊那郡生糸販売組合連合会を組織し，
産業組合法による正規の連合会として，「伊那社」が設立された．
生糸相場は，100斤当たり 1,194円まで近くに下がった．

1921（大正 10）年 上伊那 9.608人，東筑摩 7.395人，下伊那 6.752人．（岡谷周辺の諏訪への労働力として移入した他郡の人々）
1929（昭和 4）年
1929（昭和 4）年 5月
1929（昭和 4）年 6月
1929（昭和 4）年 7月

「伊那社」は，全 34組合所属の組織となった．
養蚕家救済郡民大会が旧飯田町で開かれ政府に要求書を提出した
各村の農村金融である無尽講の休止や半額切り下げが実施され高利で銀行から借金した上破産した者も多かった
郡農会は「養蚕をやめよ」と通知を出すまでになり，払い下げ米の要求が農会に殺到し不況は深刻化した．

1929（昭和 4）年 10月 ニューヨーク株式が大暴落し世界は経済恐慌となった．
鼎地区の農家戸数が 663戸のうち養蚕農家は 480戸であったとされる．繭価は大正期末一貫 11円であったが，この暴
落で一貫 2円を割ったとされる 24）．

1930（昭和 5）年 1月 金解禁の実施により市場はさらに暴落した．製糸工場の倒産が続出し，都会の労働者は失業者となって郷里に帰って
きた．
「伊那社」はアメリカニューヨーク市のイ・ジャリ－商会との取引契約細目協定を締結し，出荷組合としての生糸の直
輸出に成功した．
しかし，全組合製糸が直輸出をすることを危惧した財閥等の商社の妨害に遭い，直輸出を断念せざるを得なかった．
その後，協同出荷に際し商社や問屋による妨害にも遭った．
上伊那 10.595人，下伊那 9.240人，東筑摩 6.879人の工女が供給．
（岡谷周辺の諏訪への労働力として移入した他郡の人々）

1931（昭和 6）年 3月 飯田下伊那の製糸業は一斉休業に追い込まれた．
1932（昭和 7）年 10月 この危機を打開すべく産業組合郡部会は組合製糸軽々改善調査会を設け，改善計画を決定した．
1933（昭和 8）年 「組合製糸経営改善方針要項」を決議し，郡下の組合製糸の生糸は全て全郡日本生糸販売組合連合会（糸連）に出荷する

ことを決める．
産業組合壮年団が誕生し，大きな推進力を発揮する．

1934（昭和 9）年 1月 「伊那社」も改組し，保証責任下伊那生糸販売購買利用組合連合会として「天龍社」が結成されるに至った．
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織物業・染織業
染色業のうち紺染（以降，紺屋）の歴史は古く，飯
田下伊那地区においては，寛政年間に起こり，明治以
前には飯田に 6件の染物業者の名が愛染講の世話人と
して記録されている 27）．

嘉永三年　 松尾町　住吉屋　宮下甚兵衛  
田町　　阿波屋　矢野嘉兵  
大横丁　小川屋平吉  
桜町一丁目　藍屋与兵衛  
東野　　吉田屋平蔵  
新町　　志保屋弥吉

このうち，松尾町の住吉屋，宮下甚兵衛について，
愛染神社の左の石燈籠には明治 43年 9月吉日と裏書
があり，台石に住吉屋甚平と書かれている（写真 2参
照）．この住吉屋甚平は，住甚と称され飯田藩の御用
染屋を勤めたとされる 28）．
この住吉屋甚平から数えて 8代目の子孫は，現在

「スミツネ」の屋号で飯田市小伝馬町にて染織業を営
み続けている．
ところで，飯田下伊那地区の織物業の基礎を築いた
のは，原嘉平治 30）である．原は，1876（明治 9）年に
桐生より製織技術を下伊那郡高森町牛牧に伝えた．当
時飯田に並び飯沼は，白生地を染色する「白生地染
め」が中心とされ，染色産地であったため，同地に織
物業技術者も集まりそこで染織技術の集積がなされた
とされる．1879（明治 12）年に同地に設立された「貴
水社」は，飯沼染色業者が結束して結社した．この
「貴水社」はほどなく倒産したが，京都友禅師の佐野
庄次郎らを招いて新技術を取り入れ友禅や模様は著し
い進歩と販路拡大に貢献した．林（1969）は 31），飯沼，
飯田の染色業が発達した原因として，傾斜地の温暖な
気候と湧水があったことを挙げ，飯田市，鼎町は，湧
水に加えて，野底川，源長川，土會川，松川等の流域
で流水も使用できる条件があったとしている．
さらに，飯田橋の際にあつた岡田染工場は以前から
精錬事業も兼営していたが，染織物の盛況を見て

1933（昭和 8）年ボイラーを新設して精錬を盛大に行
い，技術の向上を進めた 32）として，従来からの地場
産業から新たな産業が生まれたと述べられている．
このように，地場産業の発展が刺激となり街は活性
化した．前述の戸崎鐵工所もまた，元の鍛冶屋から業
態転換して撚糸業工場のボイラー等の設計施工を行う
新たな産業を興した好例であるといえる．次にこの地域
の生き生きとした地場産業が，巨大な屋台獅子を生む
に至った経緯について具体的に探っていくことにする．
スミツネの現社長拓二氏の母美知子氏（以降M）は，

飯田市伊賀良の生まれである．Mは，地場産業と芸
能の関係について次のように語った注 17）．

南信（南信州）はかつて下伊那と呼ばれ，14市
町村がまとまった単位の地域であるが，紺染業者
（以降紺屋）はスミツネ以外にも多数存在した．
大正期頃まで，南信では 1万人以下の少人数の集
落毎に，ボイラー屋，鍛冶屋，麹屋（味噌醤油の
材料），豆腐屋，和紙，菓子製造などを農業のか
たわら営む人びとが必ずいた．その集落内で，全
ての生活で必要な生活の物品の入手が完結してい
た．スミツネは，それらのひとつが現在もたまた
ま残っただけに過ぎない．紺屋とは，たとえば幟
旗（のぼりばた）等を染める仕事でもあったので，
歴史は古い．最近まで，鯉のぼり等もそれぞれの

写真1　馬車の荷台に積載の天龍社用ボイラー（戸崎鉄工所ホームページより転載）

写真2　住吉屋甚兵衛商号 29）
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紺屋でオリジナルのものを作っていた．大手の
チェーン店が請負い全国で同じ鯉のぼりが作られ
るのが当たり前のように思われるかもしれない
が，むしろそれは最近である．
スミツネの布の仕入れは，創業時より愛知県三
河地方から仕入れており，十数年（15年くらい前
まで）三河のある一社の業者から仕入れていた．
しかし最近は南信地域近隣のほぼ全ての紺染めの
すべてをスミツネだけでほとんど独占でおこなっ
ているため，一社だけというわけにはいかなく
なって，複数の業者から仕入れている．三川木綿
という名称ではなく，綿ブロード，天竺木綿等の
一般的な名称で仕入れているが，業者の所在地は
昔も現在も愛知県三河地方である．

以上のようにMによれば，スミツネがあるから屋
台獅子が生まれたのではなく，スミツネをはじめとし
た多くの紺屋が集落毎にあり，材料が豊富に身近だっ
たことから，屋台獅子のアイデアが生まれたと考える
のが自然であるというのである．
このことは，その多くの紺屋の中で，スミツネだけ
が現在も変わらず続いているということの意味の重要
性も示している．また，M自身の出身は，伊賀良とい
う隣接の部落であり，自身の実家は農業のかたわら和
紙を作っていたと述べた．それらの和紙は，地場産業
のひとつである水引や元結の材料でもあったという．
また，Mは和菓子や干し柿，柿，リンゴ，ナシ，イ
チゴ等の果樹及び蔬菜栽培が盛んであることもこの地
域の重要な特色であるとつけ加えた．和菓子の老舗も
未だ残っているという．和菓子は，明治期以前から，
松尾城下であることと，複数の街道が行き交う宿場町
であったことから発達した．とくに，半生菓子と称さ
れる日持ちのする和菓子は人気だった．この地域の人
びとは，農業やその他の手仕事の合間の休息に，この
半生菓子を欠かさないとのことだった．「栗しぐれ」と
いう名称の餡を丸めて水分を残した菓子や，ねっとり
した餡の最中は，量産され祭りや旅の土産として全国
に向けて飯田の特産として販売されたという．一時は
これらの和菓子の材料の種菓子と呼ばれる最中の皮の
製造業者も増え，そのいくつかは，現在も継続してい
る．
そのうちの，佐藤種菓子店の佐藤一成氏（以下，佐
藤氏）注 18）は，種菓子製造を営んでいる．佐藤氏が家
業の種菓子店を継いだのは 30代後半だった．佐藤氏
は高校を卒業後，首都圏の体育大学へ進学し卒業して
地元の高校の教師をしていた．結婚を契機に地元の家
業を継いだ．佐藤氏自身は，その頃から壮年団活動や
商工会活動を積極的に行ってきた．その当時の事情に

ついて，佐藤氏は次のように述べた．

「まったくやったことのない種菓子製造だった
ので，父の代からの住み込みの職人さん（従業
員）達に教わりながらおぼえた．継いだ家業を少
しでも大きくしたいと，懸命に打ち込んだ．仕事
の付き合いも大事だと商工会にも関わった．壮年
団活動が自分を支えてくれた．すぐに商工会と壮
年団の付き合いで，仲間と気心が知れ販売拡張も
うまくいき工場も大きくなった．獅子が好きだっ
たので，仕事で疲れても壮年団活動は楽しくやら

写真3　紺屋宮下甚平の系譜注 19）

図1　紺屋宮下甚平の系譜（筆者作成）
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せてもらった．鼎は獅子舞があっての地区，昔か
らの付き合いで．壮年団は，地元のもんからどん
な人間か，と人間をみられるということ．その人
間を試されるところだと思っている」

佐藤氏自身も，鼎壮年団長として，屋台獅子の活動
を壮年団の事業に正式に加えた．鼎地区の屋台獅子
に，子獅子を誕生させた仕掛け人の一人であった．彼
は，自分を試し試される思いであったのだろう．飯田
市鼎の名物菓子として，獅子舞最中が発案されたの
も，佐藤氏のアイデアがもとであった．
また，佐藤氏は�e鼎獅子祭や今年第 15回を数え
た南信州獅子舞フェスティバル（以下，獅子フェス）
の実行委員長も務めた．壮年団長や獅子フェスの実行
委員長を退いてからも，OBとして縁の下を支えてい
た．筆者は，後述のスミツネから贈呈された獅子フェ
スの法被を着た佐藤氏が，獅子フェスの会場となった
商店街道路に落ちているゴミを集めている姿を度々目
にした．

III.　飯田市鼎地区の産業と獅子舞
屋台獅子とのかかわり
染物処スミツネは 33），住常本店染め工場として，
創業 1850（嘉永 3）年の染織業者である．幕末から昭
和の初めまで，染物は藍染が主であった．藍染とは
糸，綿布，印半纏，木綿，織，のれん等の染色であ
り，浸染業者がこれらの木綿印物を染めていたとされ
る 34）．飯田松尾町に在った宮下甚平の系図は，以下
の通りである．
宮下拓二氏（以下拓二氏）注20）は，代々甚平から数え
て 8代目にあたる．拓二氏は，「代々受け継いでいる
染色業であるが，長男が継ぐとは決まっておらず，4
代目，5代目，7代目も長男ではない」という．拓二氏
自身は継ぐ気はなかったものの，20歳の時に，名古
屋の染色工場に技術を学びに行き，次第に染めの世界
に魅了されたとのことである．今は技に誇りを持ち，
伝統の技術を磨き後生に伝えられるよう日々精進して
いるとのことであった．なお純治氏は，「信州の名
工・ものづくりマイスター」として，伝統の技術の普
及に努めている．
拓二氏によれば，「印染は，火消しや職人の法被等
を染める．現在の飯田市内の印物染のほとんどが，こ
のスミツネで染められ縫製され，屋台獅子の幌もほぼ
すべてがスミツネで作られている」という（写真 4及
び 5参照）．
したがって，スミツネは，この地域の屋台獅子を生
み出す一役を担っており，現在も屋台獅子にとってな
くてはならない存在であるということができる．拓二

氏は，南信州獅子舞フェスティバルについての経緯も
次のように語った．

「うちで獅子フェス実行委員会の半被ね．作っ
てます．最初，下山の小林賢二注 21）さんという方
が，獅子舞フェスティバルを一番初めに声かけて
始まったと思うんですけれども．その方が始める
ときに，これからうち（スミツネ）も色んな団体
にお世話になってくるんで，協力してほしいとい
うことで，毎年 5着ずつですかね，ずっーと毎
年，あの，フェスティバルの実行委員の方へお使
いください，ということで差し上げているんです
よ．それを実行委員会の方々が着て，特に当日な
んかに（着て）来ていろいろやっておるんですけ
ども．」（写真 6参照）

写真 6の写真は，開会式の本部席側から参加者一同
を撮したものである．左手前の男性が着用している背
に「南信州獅子舞」の文字がある法被が，拓二氏が毎年
寄贈している実行委員会用半被である．参加者着用の
法被や旗もほぼすべてがスミツネで染められている．
また，染物の守護神藍染明王神を祀った藍染神社に

写真4　上黒田獅子幌染　スミツネ提供

写真5　切石獅子幌染　スミツネ提供
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は，現在も甚平が寄贈した石灯籠が残っていた（写真
7参照）．
現在では，このスミツネが染めた幌や半被あっての
鼎の「屋台獅子」であるといえる．
さらにまた，屋台獅子の幌をかける屋台は，地元鼎
の戸崎鐵工所が作成している．この創業 123年の戸崎
鐵工所は， 1889（明治22）年に本来の鍛冶屋で設立し，
当時は農具や馬具等を扱っていたという．蚕糸業の発
達と共に農具や馬具から前述の通り天龍社のボイラー
を作成したという鉄工業者である．ボイラータンクへ
と業態を変化させたわけであった．戸崎格注 22）氏（以
下格氏）は「うちは鍛冶屋だったが，器械製作一般で
何でも作る，でやってきた．従来は木製だった屋台が
古くなって新調するというので，うちで作るように
なっている．」という．現在では戸崎鐵工所がこの地
域のすべての「屋台獅子」の屋台を作成しているとの
ことであった．従来の形状をもとに，格氏自らデザイ
ン設計から作成注 23）までをこの鐵工所内で行っている
（写真8参照）．先代社長戸崎敬氏（以下敬氏）は，南信
州獅子舞フェスティバルの大会長も務め，また，鼎中
平区の屋台獅子の活動を現在も支援している．現在の
戸崎格氏は，自身も壮年団長を務め自ら獅子も舞う．

戸崎敬氏はこの屋台獅子について次のように述べて
いる注 24）．

「20 mにも及ぶ大きな幌の獅子舞がお囃子を響
かせて勇壮に練り歩く．私達には当たり前に感じ
ますが日本の中ではとても珍しい獅子舞なので
す．飯田下伊那には 80余の獅子があるといわれ
ています．またその半分以上が屋台獅子のようで
す．長さ 7 m, 幅 2 mほどの大きな木枠に車輪を
付け，竹で幌の骨組みを作り，獅子の幌をかぶせ
て先頭に獅子頭を付けます．幌の中には大太鼓・
小太鼓・笛 5～6人・舞手 10数人が入りお囃子を
行ないながら練り歩きます．そんなところから
『屋台獅子』と呼ばれます．」

戸崎敬氏が説明した屋台獅子は，非常に珍しい獅子
舞であり，この地域独自のものである．この屋台獅子
は，この地域の中で集めることが容易な材料や部品を
中心に作られている手造りのものである．大きさ・形
態とも現在の屋台獅子と同様となった明治期後期～大
正期にかけてこの地に存在してあったものを使って装
備を作り，壊れたら地元で修理して維持していること
を示す（図 2参照）．
そして，この屋台獅子の力について，戸崎氏は次の
ように述べている．

「ひとつの芸能に皆が講じることは地域の連帯
や活性化への団結を生む大きな力になると思いま
す．飯田下伊那を知ること，地域文化を誇りに思
えることはとても大切なことです．獅子の霊力に
は，地域を元気にしてくれるエネルギーがあるよ
うに思います．」35）

写真8　 獅子舞屋台設計図（獅子屋台桁部分図骨組み）  
戸﨑鐵工所提供

写真7　 藍染神社　石灯籠（下部に住吉屋甚平）スミツネ
提供

写真6　 第9回南信州獅子舞フェスティバル（佐藤一成氏
提供）



「屋台獅子」を生み育てた地域の社会構造の変遷とその実際に関する人類学的研究

30

「獅子の霊力には，地域の人びとを元気にしてくれ
るエネルギーがある」と戸崎氏は述べているが，それ
は「獅子には地域の人びとを元気にしてくれるエネル
ギーがある」ということであろう．地域の氏神である
矢高諏訪神社に奉納され，地域の人からの舞の依頼を
請け所望を集めることもまた，獅子という存在である
からこそ可能なことである．鼎地区の人びとが，生涯
にわたって何らかの形で獅子に関わるということで獅
子が人びとを守ることに関して，鼎自治振興センター
の松下弘毅氏（以下，松下氏）は，以下のように述べ
ている注 25）．

2019年に実施された「組織活動は健康長寿の秘
訣―地域づくりと健康寿命の延伸―」の秋田県老
人クラブ連合会主催の講演会で，日本福祉大学の
宮國康弘氏（2019）注 26）は，「フレイル予防対策と
その評価」に関して「健康寿命の延伸は，『地域の
つながり』を強化することが重要である」と提言
されました．飯田市役所では，それを「健康寿命
の延伸」のため参考としました．

宮國（2019）注27）は，その講演の中で，その一例とし
て心筋梗塞で入院した 75歳以上の男女の患者のお見
舞いに来る人の人数から，その後の 6ヶ月後の死亡
率を示し，0人が 69％，1人が 43％，2人が 26％と
Berkman LF, Leo-Summers L, Horwitz RI．（1992）36）

が示したこと等を紹介し，人とのつながりで余命が変
わることを示した．
社会組織活動に参加することで，フレイルの予防が
可能であるとした．また，平成 30年飯田市議会全員
協議会（2月 23日開催）資料では，2017（平成 29）年 4
月 1日現在での高齢化率が，29.3％で 30％を下回って
いるのは 21の地区のうち鼎・上郷・伊賀良・松尾・
竜丘のみとされた．さらに鼎地区は，高齢者に占める
介護認定者の割合が 18％であり，他の地域と比較し

て少ない数値となっている．このことは，鼎地区の健
康寿命が延びていることを示している．
この理由は，鼎地区の社会活動が活発で人と人のつ
ながりが確かであることが挙げられる．鼎地区の社会
活動の中での高齢者クラブ活動に関して，飯田市は全
市を挙げて具体的施策に取り組んでいる．一方，鼎地
区においての高齢者の活動としては，高齢者クラブと
してではなく，壮年団OBとしての獅子舞の活動であ
る獅子舞保存会や，鼎シニアクラブ（壮年団OBで構
成されている），そして介護予防施設（デイケアセン
ター），婦人会等による獅子舞に関する指導や装備の
一種であるハナ作り等，獅子舞の練習や反省会（直会
等）時の仕出し等であり，獅子舞に関わるものが目
立っている（写真 9, 写真 10参照）．

2022（令和 4）年は，コロナ禍ではあったが，三密
に注意して公民館において，ハナ作りは行われ
た注 28）．ハナ作りにあたっては，材料の竹取りから始
まった．今年は何処の竹がいいかの判断は，高齢の参
加者の指示で決まる．竹割，削り等単調で細かな作業
が続くが，終始無言であった．三密ということで，参
加者は，それぞれ積極的にコミュニケーションをする
ということは控えであったと考えられる．ハナの紙折
りでも会話は少なく，また数人ずつのグループで距離
を取って行われた作りにあたっては，材料の竹取りか
ら始まった．今年は何処の竹がいいかの判断は，高齢
の参加者の指示で決まる．竹割，削り等単調で細かな
作業が続くが，終始無言であった．三密の回避のた
め，参加者は，積極的にコミュニケーションをすると
いうことは控えであったと考えられる．ハナの紙折り
でも会話は少なく，また数人ずつのグループで距離を
取って行われた．ハナは屋台獅子の尾である．ハナ
は，お守りとして各戸に飾られる．
佐藤氏は，自身の屋台獅子への想いを次のように述
べている注 29）．

図2　屋台獅子の装備・材料の現地調達の占める割合
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若いときも年取ってからも，獅子じゃというた
ら，うちのもんも文句は言わん．仕事もそこそこ
に出かけていけるから，獅子にかこつけて集まっ
て，仲間と会おうて，練習が終わってからみんな
で飲むのが，一番楽しいからのう．獅子のない生
活は考えられないのう．他所のもんと飲んでも，
飲んだら最後は必ず，「どこで，どんな獅子が
あったが，うちはどうするから．」と負けず嫌い
が頭をもたげてくる．

佐藤氏の言葉は，獅子による社会活動は，人びとの
相互の関わりをつなぐ機能があることを意味する．実
際のところ，佐藤氏はとことん仲間と付き合っていた
という．それぞれの場面で獅子を介して社会とつな
がっているということができる．
また，獅子を通して，鼎の他の地区どうしでの関わ
り合いもなされていた．佐藤氏の言うところの「他所
のもんと飲んでも，飲んだら最後は必ず『どこで，ど

んな獅子があったが，うちはどうするから．』と負け
ず嫌いが頭をもたげてくる」というのは，まさしく
「進取性」，「独創性」，「競争性」そのものであり，そ
の会話で触発されて発揮され，個々の文化が磨かれて
いた．それは，このような場面の繰り返しがあったか
らであったろうと推察される．鼎地区において，獅子
舞の活動「獅子」を鼎壮年団の事業として公式に認め
て，事業の中心に据えたことによって，「獅子」のこ
とだから，ということでの鼎地区内での他の部落との
関わりをも保障する場を提供し，それらの関わりを保
障したのである．佐藤氏の言うとおり，「うちのもん
も文句は言わん」とのお墨付きを得ることができた面
もその一つであろう．ここでの「獅子」は，すでに本
来の民俗芸能の一種であるだけでなく，地域の人びと
の産業や社会団体の活動の活性化の象徴，そして部落
内外の相互交流を組織化して地域の結束と守ろうとす
る人びとの意志の象徴としての機能をもつに至ったと
いうことが明らかとなった．

お わ り に
恵まれた地理的自然的条件の下で，地域の安定した
暮らしと活性化を願い，ともに手を携えて日々の暮ら
しを営むなか，この地域の人びとは連帯してさまざま
な地場産業を生み発展させた．これらの独自の地場産
業は，鼎地区人びとの「進取性」，「独創性」，「競争性」
の産物であった．そしてまた，人びとはそれらの地場
産業を使って，新たな文化－屋台獅子を生みだした．
さらに，その屋台獅子は鼎地区の人びとらの独自の
社会団体鼎壮年団中心として，他の社会団体と繋がり
ながら，人びとの共通の象徴となる．
地域が生んだ屋台獅子を中心として，人びとはいろ
いろな社会団体のかかわりを深め，地域社会は結束力
を増していった．
地場産業のとして，屋台獅子を支える鉄工業と染織
業の業者は，屋台獅子が生まれる前から創業し100年
以上も続いてきた．彼らは産業を活用して屋台獅子を
創り，自らその獅子の仲間に加わり，囃子を奏で舞う
こと等を各々の属する組織毎に行い，「進取性」，「独創
性」，「競争性」をもって互いに刺激を受け競い合い高め
合い，その姿を観る者らもまたその精神を共有した．
本研究は，地域の民俗芸能「屋台獅子」と，社会組
織における人々の生活との密接な関係の構造を具体的
に明らかにすることができた．鼎壮年団の事業に位置
付けられた民俗芸能である屋台獅子は，生涯にわたっ
て様々な社会活動を行う社会団体に所属する鼎地区の
人びとのそれぞれの関わりを保障するための象徴で
あった．人びとは，獅子舞を共通の宝としながら，関
わりを続けていくことで，健康寿命の延伸が図られて

写真10　ハナ作りの様子 2（筆者撮影）

写真9　ハナ作りの様子 1（筆者撮影）
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いた．この地域システムの支えにより鼎地区の人間は
命を守られている．生涯にわたる健康でいきいきとし
た生活の維持は，この安定した地域システム支援の
「継続性」によって実現可能となった．このことによ
り，屋台獅子を象徴とすることでつながることができ
る独自の社会構造と，民俗芸能の新しい機能と未来の
あり方のロールモデルが示された．

謝　　　辞
本研究は 日本体育大学学術研究補助費の助成を受
けた．本稿の作成にあたり長期にわたり多大なるご協
力を頂いた長野県飯田市の地域の方々を含めた全ての
皆様，ここに記して御礼を申し上げる．

注
注 1） 伎楽は，仏教伝来とともに 7世紀頃わが国に伝えら

れ，早くから祇園会の御輿行列や田楽・王の舞などと
結び付き，中世期の祭礼記録に多く記される．「空中
に微

みさい

細の伎楽あり．諸
もろもろ

の人聞くやいなや，といへり」
（往生極楽記 13）「原語は，話さるべき，響かせるべ
き（楽器）の意で，漢訳は，楽，音楽，伎楽，楽器．
仏教では，供養のための伎楽を勧めているが，娯楽の
ための伎楽は禁じている」（中村元ら編（1991）岩波
仏教辞典．岩波書店：東京，p. 156.）日本では最も古
い外来の芸能で，推古天皇 20（612）年百済の人味摩
之が帰化して伝えた．伎楽は西域地方の雑芸の一種が
呉国をへて伝えられたものとみられる．（大塚民俗学
会編（1994）日本民俗事典，弘文堂：東京，p. 185.）

注 2） 伎楽の獅子は治
じ

道
どう

・獅子児・庇
へいもち

持などがつき，舞楽で
は雌雄 2頭が出るとの特色をもつ．（大塚民俗学会編
（1994）日本民俗事典，弘文堂：東京，p. 310.）

注 3） 氏神の下，氏子としてのその土地に住む人の心の結束
の場として，他所から来た者は祭礼の参加が難しかっ
たとされる．（小林雅夫・小林和喜（1991）名古熊の
獅子舞．伊那，（4）：pp. 16–18.）

注 4） 屋台獅子は，「大型練り獅子」ともよばれる．櫻井
（2020）は，大型練り獅子のうち，車輪のついた木組
みの屋台に幌をかぶせる「屋台獅子」と，車輪がなく
竹で編んだ胴体をもつ「籠獅子」に分けている．（櫻
井弘人（2020）民俗芸能の宝庫―南信州，柳田國男記
念伊那民俗学研究所，秀文社：長野，p. 76.）

注 5） 日本各地の民俗芸能の実態についての代表的な研究
として本田安次（1960）の以下の論文を挙げることが
できる．（本田安次（1960）日本の民俗藝能．朝日新
聞社：東京，pp. 5–34.）本田は，民俗分類案の中で，
獅子舞が，伊勢大神楽として発達し伊勢神宮代参のお
札を配りながら悪魔祓いの舞を見せ全国を廻り広め
られた大神楽の流れが各地で行われていた鹿踊り等
とともに人々に浸透し発達してきたことを詳細に明
らかにした．

注 6） 民俗芸能と人びとの生活に関する代表的な研究として
三隅治雄（1972）の以下の論文を挙げることができる．
（三隅治雄（1972）日本民俗芸能概論．東京堂出版：東

京，pp. 11–17.）三隅は，柳田の民俗学研究に独自の方
法を加えた芸能研究を行った折口の研究態度を受け継
ぎ，地域の人々の生活の変遷，ひいては民族文化・民
族心理の淵源とその過程を明らかにしようとした．

注 7） 櫻井は，遠山出身であり幼いころから伊那民俗を肌で
感じて育った．伊那民俗の原動力についての示唆に富
む研究が多い．民俗芸能のうち，中世的なものは，特
定の家や宗教者中心で担われていたが，近世以降の芸
能は，「若連中」や「若者組」（若衆）と呼ばれた数え
で 15～25歳の若者が担ったことから，「流行に敏感」
であった，とする．櫻井は，（櫻井弘人（2022）民俗
芸能の宝庫―南信州，柳田國男記念伊那民俗学研究
所，秀文社：長野，pp. 7–8.）

注 8） 川﨑は，日本音楽学会第 69回全国大会（2018.11.4）
にて「伊那谷と木曽谷の芸能と音楽」の口頭発表で，
木曽谷藪原神社と伊那谷瑠璃寺の音楽的モチーフが
共通していることから音楽構造上の類縁性を指摘し
た．また，川﨑は，三隅が「伊那谷独自の芸能」と紹
介している点について触れ「藪原祭りの屋台は，類似
する芸能が伊那谷を超えて伝わっていることを示す」
とする．確かに囃子手の入った大きな屋台台車に幌が
掛けられており幌の前方の上部中央には獅子頭の部
分のみが動くように取り付けられており，一見すれば
類似点がある．（川﨑瑞穂（2022）屋台獅子の音楽的
遡源―瑠璃寺の獅子舞にみる「昇殿」のモチーフ―, 
伊那民俗研究，29：p. 141, p. 162.）

注 9） 林は，1980年に当時の飯田市長，松澤太郎市長が「人
形劇のまちづくり係」を教育委員会に設置し「人形劇
カーニバル飯田」を誕生させて，文化を通じた地域づ
くりを始め，それが 1999年には「人形劇フェスタ」
という市民主体の活動となった事例について報告し
た．飯田市は，社会教育機関である公民館と自治振興
センターの支援のもと「自分たちの地域は自らの手
で」という地域の主体性が高いとする．（林優一郎
（2016）人形劇を活かした地域づくりを目指して．自
治体問題研究所．月刊　住民と自治，（12））

注 10） 松崎は，「市は『人形劇のまち』を政策の柱に掲げ，
人形劇によるまちづくり・ひとづくりに積極的に取組
んだ．そのなかで生じたカーニバル終了は，市民の真
の自立のために行政が自ら負った“傷”だったとも言
える．そして，フェスタとなった『新生期」，行政は
裏方として市民の活動を支える協働的な関係を構築
した』と述べ，それ以降市民の主体性を支えるという
黒子に徹するという行政の姿勢を説明した．（松崎行
代（2012）飯田市における文化行政とまちづくりの変
遷 : 人形劇フェスタを中心に．京都女子大学大学院現
代社会研究科紀要（6）：pp. 79–95.）

注 11） この事業は平成 20年度の長野県地域づくり，南信州
地域振興局元気発南信州地域事業（飯伊地域）とし
て，1,911,950円の事業費のうち支援金 830,000円が
拠出された．（平成 20年度地域発元気づくり支援金事
業報告書）

注 12） 裏作に作る小麦は，小作料の対象ではなかったので，
多くの農家は麦も作り日頃は麦飯が常食，白米の御飯
は冠婚葬祭が盆正月に食したとされる．多くの農家で
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はこの状況は明治末期まで続いた．（鼎町誌編纂委員
会（1969）鼎町誌，鼎町誌編纂委員会，長野，p. 469.）

注 13） この水車業について，鼎の新聞第一二五号では，地の
利を生かした工業の先駆けと以下の通り紹介されて
いる．（下線部筆者）

 「（前略）特にその名前のように車川の水を利用して，
水車をやっていた人々家々の名前を残しておきたい
と思うのです．（敬称略）伊藤源一，伊藤浜太郎，内藤
（原田屋―桜井―㊆―久保田製函），矢沢団郎，市場
屋，やおや，杉本，鷲美，吉川喜一，松沢政雄，堀内
庄吉，成瀬駒吉，福沢祐三，城田近太郎，村山菊太
郎，林，中沼源吾，福沢義夫，鈴木鷲男，五十君正
一，松沢，白木，野口，金沢（桜坪），新井卯之吉，
吉川幸十，牧野（黒沢），木下穂亮，武田茂，長沼幸
吉，関口賢雄，吉川房吉，桑田其治，小平，山口製糸，
車川の分水赤田井に，北原理一，野口悦男，小室
国太郎，佐々木清などがありました．当時の水車がは
ぶりをきかしたころ，鼎町の戸数は千戸足らずのわず
かであったでしょう．だからいかに水車が多かったか
がわかります．これらの水車業者は鼎の地の利を利用
した先覚者でもあり，産業人でもありました．そして
そこから工業は生まれ発達していったのでありま
す．」（鼎町誌編纂委員会（1969）鼎町誌，鼎町誌編纂
委員会：長野：pp. 146–147.）

注 14） 織物業は，そもそも養蚕業の過程で生じる「くず繭」
を用いて発生したとされる．（遠藤貴美子（2013）下
伊那地域における染織業の変遷と自術的基盤．地域研
究年報（35）：pp. 45–61.）

 当時は，商業用ではなく年貢用及び自給用とされる．
江戸期には最古の織物生産として慶長年間の年貢帳
の記録がある．ただしこれらの工程が未分化だったこ
とも指摘されている．江戸期のこれらの産業は家内工
業として，養蚕，製糸，織の工程が未分化であったと
される．（飯田市商工部工業課（1988）長野県飯田の
地場産業，新葉社：長野，p. 18.）

注 15） 田中は，近代下伊那の蚕糸業と地域構造の関係性につ
いて内発的発展論を基調として地域構造の地域史方
法論として，地理的空間実態を踏まえ，歴史の「全的
把握」を目指し，人的資源の役割の視点を地域経済に
組み込んだ検証を行い，1910（明治 43）年代～1920
（大正 9）年代における下伊那地方の地域経済圏とし
ての地域固有の自発的発展経路を探り報告した．この
研究は，蚕糸業の構造的脆弱性を前提とする．（田中
雅孝（2020）下伊那の蚕糸業と地域構造．飯田市歴史
研究所年報．2020. v. 18, pp. 23–41.）

注 16） 伊那社が改組されてから，天龍社発足まで数日であっ
た．

注 17） 宮下美知子氏へ 2022（令和 4）年 12月 20日インタ
ビューを実施した．

注 18） 佐藤一成氏へ 2015（平成 27）年 11月 22日 10:00～
11:00佐藤一成氏佐藤種菓子店事務所にて対面インタ
ビューを実施した．

注 19） スミツネ社長拓二氏より，本染めのれんスミツネ
https://sumitsune-noren.com/に林栄（1962）飯田下
伊那の染と織，飯田下伊那の染と織刊行会：長野，pp. 

96–97の図に，系図の先を加筆したものを掲載してい
るとの情報をいただいたものを転載．

注 20） インタビュー（2021年 3月 13日 14:49～実施）で拓
二氏は，「お祭りとか消防団とか，この辺は消防の人
たちが，あの，着るんですけれど，消防団の法被等の
染物を主にやっております．今出てきたようなお祭り
関係の幌とか，あと神社の幕ですね．神社の前で，の
ぼりですね．神社のぼりもやってます」 と，印物染の
需要があると述べた．

注 21） 小林賢二氏は鼎下山在住で第 34代（昭和 56年度）鼎
壮年団長を務めた．40周年記念行事を実施した．ま
た，小林氏は 2007年実施の南信州・飯田市鼎台湾公
演実行委員会の会長も務めた．「60万人の観客の前で
5つの屋台獅子が大音響の囃子のもと華麗な舞で飛
び跳ね見事でありました．」（鼎獅子舞保存会台湾公演
記念写真集 2007発刊記念フライヤーに掲載．）

注 22） インタビュー（2021年 3月 13日）で戸崎格氏は，「獅
子舞の昔のことは私より親父に聞いた方がいいよ．」
と言いながら，実は鼎中平区の壮年団長として中平の
屋台獅子の活動の中心人物として，実際の活動のすべ
ての面で中平区の獅子舞保存会を支えている人物で
ある．戸崎敬氏は，下山の小林賢二会長とともに，20）
の台湾公演の折，庶務部長として公演の成功のために
奔走したという．

注 23） インタビュー時に，写真 8以外にも数枚の設計図を拝
見した．鉄工業ということで，すべてを鉄材で作るの
ではなく，各部毎に板張り箇所の木材，車輪などの部
品の発注も行い，仕上げていくという．染織業のスミ
ツネとの連携によって完成する．https://www.google.
com/maps/@35.454528,137.9211431,11z（最終閲覧日
2022年 11月 7日）

注 24） 戸崎敬氏（元鼎壮年団長，及び中平支部長．現在は壮
年団 OBとして関わる．2021（令和 3）年 3月 15日
戸崎鐵工所にて対面インタビューを実施）

注 25） インタビュー（2023年 1月 13日）で松下弘毅氏は，
飯田市の行政にその考え方を反映して健康寿命の延
伸をさらに進めていく方向性を語った．

注 26） 宮國康弘（2019）飯田市の新事業創出支援組織「I-port
（アイポート）」208認定．ハジメマシテ飯田．ホーム
ページ https://i-port.biz/p/5260/（最終閲覧日 2023年
1月 15日）

注 27） この資料は，宮國氏の講演で使用され，見舞いが多い
ほど余命が長いという根拠とされた．見舞客と回復力
の関係については，佐藤氏より，佐藤氏自身が転倒し
て頭部を打って意識不明で入院したことがあったが，
入院中の見舞いへの対応をしているうちに驚異の早
さで回復し歩行が可能となったとの体験談が話され
たことがあった．

注 28） 2022年 2月 26日 8:45～鼎中平区公民館にてお練り祭
り用の中平屋台獅子のハナ作りは行われた．筆者は
フィールドワークで訪れることはできたが，感染症対
策下で厳戒態勢であった．

注 29） 佐藤一成氏，2015（平成 27）年 11月 22日 10:00～
11:00佐藤一成氏佐藤種菓子店事務所にて対面インタ
ビューを実施）

https://sumitsune-noren.com/
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